


４１学力保障と地域教育運動の課題 4０ 

力
が
求
め
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
。

２
国
語
科
調
査
結
果
の
特
徴

小
学
校
五
年
生
の
平
均
正
答
率
は
図
１
１
１
、
中
学
二
年
生
は

図
１
１
２
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
無
答
率
が
中
学
二
年
生
で
二

五
・
六
％
と
い
う
高
い
数
値
を
示
し
た
。
出
題
の
約
四
分
の
一
と

い
う
状
態
で
あ
り
、
問
題
に
取
り
組
む
姿
勢
、
学
習
理
解
な
ど
に

多
く
の
課
題
が
見
ら
れ
た
。

小
学
校
五
年
生
の
領
域
別
正
答
率
は
図
１
１
３
の
通
り
で
あ

る
。
地
区
・
地
区
外
生
と
の
差
が
大
き
い
の
は
、
長
文
読
解
と
文

章
構
成
力
の
領
域
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
細
部
読
み
取
り
で
は
そ

の
差
は
マ
イ
ナ
ス
二
四
％
、
文
章
構
成
力
で
は
マ
イ
ナ
ス
一
六
％

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
長
い
文
章
の
中
か
ら
必
要
な
事
項
を
読

み
取
り
引
き
出
す
、
ま
た
文
章
を
要
約
す
る
と
い
う
論
理
的
思
考

調
査
総
数
は
、
富
田
小
学
校
児
童
一
七
○
名
（
う
ち
被
差
別
部

落
児
童
四
三
名
）
、
第
四
中
学
校
生
徒
四
四
七
名
（
う
ち
被
差
別
部

落
児
童
六
三
名
）
で
、
実
施
方
法
は
、
学
習
理
解
度
、
生
活
実
態

調
査
と
も
、
教
室
で
児
童
・
生
徒
に
解
答
し
て
も
ら
う
と
い
う
集

（
９
）
 

〈
ロ
調
査
に
よ
っ
た
。
実
施
は
一
九
八
七
年
六
月
で
あ
る
。

の
大
阪
で
は
中
規
模
の
被
差
別
部
落
で
あ
る
。
部
落
産
業
と
し
て

植
木
造
園
業
が
あ
り
、
被
差
別
部
落
の
子
ど
も
た
ち
の
大
部
分
が
、

富
田
小
学
校
と
第
四
中
学
校
に
通
っ
て
い
る
。

同
和
（
解
放
）
教
育
運
動
の
歴
史
も
比
較
的
古
く
一
九
六
一
年
、

部
落
解
放
同
盟
の
支
部
が
結
成
さ
れ
る
と
同
時
に
、
「
義
務
教
育
無

償
」
「
長
欠
・
不
就
学
を
な
く
せ
」
「
子
ど
も
会
へ
の
援
助
と
教
員

加
配
」
を
要
求
す
る
闘
い
が
始
ま
り
、
’
九
六
四
年
に
は
、
当
時

（Ｃ⑪） 

の
「
隣
保
館
」
で
子
ど
も
〈
云
事
業
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

被
差
別
部
落
の
子
ど
も
た
ち
の
「
低
学
力
」
や
「
非
行
」
は
依
然

と
し
て
解
決
さ
れ
ず
、
八
○
年
代
、
「
荒
れ
」
が
被
差
別
部
落
の
子

ど
も
た
ち
を
中
心
に
中
学
現
場
で
吹
き
荒
れ
た
。

一
九
八
六
年
三
月
（
八
五
年
度
）
、
被
差
別
部
落
生
徒
の
全
曰
制

高
校
進
学
率
が
六
○
％
を
割
り
（
五
九
・
六
％
）
、
被
差
別
部
落
生

徒
三
七
名
中
一
五
名
が
高
校
進
学
を
断
念
す
る
と
い
う
非
常
事
態

を
生
ん
だ
。
「
学
力
保
障
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ
せ
る
丁
度
一

年
前
の
出
来
事
で
あ
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
「
教
育
改
革
推
進
会
議
」
に
至
る
取
り

（
６
）
 

組
み
経
過
に
つ
い
て
は
、
割
愛
さ
せ
て
頂
き
、
本
稿
で
は
、
「
何
が

ど
う
低
学
力
な
の
か
」
、
教
科
・
領
域
の
つ
ま
づ
き
を
調
査
の
中
か

ら
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
被
差
別
部
落
の
子
ど
も
た
ち
の
低

学
力
要
因
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
同
時
に
、
「
解
放
の
学
力
」

と
し
て
、
「
今
、
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
も
考
察

（
Ⅱ
）
 

で
一
九
八
五
年
に
実
施
象
こ
れ
た
「
学
力
・
生
活
実
態
調
査
」
に
し
《

っ
た
。

中
学
二
年
生
の
領
域
別
正
答
率
は
図
１
１
４
に
示
し
た
。
小
学

本
調
査
は
、
第
二
次
解
放
教
育
計
画
検
討
委
員
会
の
「
最
終
報

（一Ｊ〉

上
ロ
」
を
受
け
、
被
差
別
部
落
児
童
・
生
徒
の
学
力
実
態
の
総
合
把

握
と
「
低
学
力
」
の
構
造
的
解
明
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
教

科
・
領
域
に
お
け
る
つ
ま
づ
き
の
分
析
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
学
習
面
で
の
つ
ま
づ
き
と
子
ど
も
の
生
活
実
態
と
の
関
わ
り

を
明
ら
か
に
し
、
保
育
所
・
学
校
（
小
・
中
・
高
）
・
地
域
（
子
ど

も
会
）
・
家
庭
（
保
護
者
組
織
）
の
課
題
を
示
そ
う
と
し
た
。

調
査
対
象
は
、
小
学
校
五
年
生
お
よ
び
中
学
二
年
生
で
あ
る
。

た
だ
し
、
小
学
校
六
年
生
と
中
学
一
年
生
に
つ
い
て
は
、
生
活
実

態
調
査
の
み
実
施
し
た
。

調
査
内
容
は
、
学
習
理
解
度
と
生
活
実
態
に
関
す
る
も
の
で
、

両
者
と
も
第
二
次
解
放
教
育
計
画
検
討
委
員
会
に
よ
り
大
阪
府
下

を
し
た
。

本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
課
題
の
多
く
は
、
こ
の
間
、
地
域
で
解

放
教
育
運
動
を
展
開
し
て
き
た
多
く
の
被
差
別
部
落
に
共
通
し
た

課
題
で
も
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
本
稿
に
対
し
、
さ
ら
に
多
く

の
方
々
か
ら
御
助
言
と
御
批
判
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

小学５年国語の平均正答率図１ １ １
寵
査
の
内
容
と
方
法

100％ 5０ ００ 100％ 5０ 
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二
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生
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調
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要
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中学２年国語の平均正答率図１ ２ 
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中学２年国語出題領域別正答率図１ ４ 図１ 小学５年国語出題領域別正答率３ 

100％ ０ 5０ 100％ ０ 5０ 

段落構成
の理解

接続詞
の理解

指示語
の理解

細部の
読みとり

要旨

長
文
読
解

室叩評価

書きとり

同音異義語

の書きとり

訓読みの
漢字の使用

音読みと
訓読み

語
彙

文
法
Ⅶ

接続助詞

の使用

副詞の使用

主語・述語

関係の理解

□ Ｅ＝ 富田小地区 富田小地区外

３
算
数
・
数
学
調
査
結
果
の
特
徴

小
学
校
五
年
生
算
数
の
平
均
正
答
率
は
図
２
１

１
、
中
学
二
年
生
は
図
２
１
２
の
通
り
で
あ
る
が
、

中
学
に
お
け
る
無
答
率
は
、
一
三
・
七
％
で
地
区

外
生
の
約
二
倍
と
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
国
語
・
英
語
と
も
に
共
通
し
て
お
り
、

被
差
別
部
落
生
徒
の
学
力
格
差
と
大
き
な
関
連
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

小
学
校
五
年
生
の
領
域
別
正
答
率
は
、
図
２
１

３
の
通
り
で
あ
る
。
数
の
理
解
、
図
形
、
文
章
題

に
つ
い
て
格
差
が
大
き
く
、
「
概
数
」
「
垂
直
・
平

行
」
と
い
う
算
数
用
語
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
点

も
目
立
っ
た
。
文
章
題
、
と
く
に
複
合
問
題
で
は
、

文
章
を
読
み
取
り
、
問
題
を
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
点

で
算
数
・
国
語
の
総
合
的
な
学
力
に
課
題
を
残
し

て
い
る
。

校
と
同
傾
向
に
あ
り
、
長
文
読
解
の
細
部
読
み
取

り
・
要
旨
で
格
差
が
大
き
い
。
他
に
、
漢
字
の
書

き
取
り
で
「
消
化
（
き
か
ん
こ
「
し
じ
」
な
ど
曰

常
の
生
活
と
か
け
離
れ
た
も
の
に
つ
い
て
無
答
率

が
一
局
か
つ
た
。

皀＝ □ 4中地区 4中地区外

中
学
二
年
生
の
平
均
正
答
率
は
、
図
３

１
１
の
通
り
で
あ
る
が
、
今
回
調
査
し
た

教
科
の
中
で
地
区
・
地
区
外
生
の
学
力
格

差
が
一
番
大
き
か
っ
た
。

領
域
別
正
答
率
は
図
３
１
２
の
通
り

で
、
格
差
が
大
き
か
っ
た
の
は
「
語
彙
Ｉ

単
語
（
英
訳
と
「
完
成
問
題
（
読
解
力
）
」

な
ど
で
あ
っ
た
。

中
学
二
年
生
の
領
域
別
正
答
率
は
、
図

２
１
４
の
通
り
で
、
小
学
校
と
同
傾
向
に

あ
り
、
数
理
解
の
「
素
因
数
分
解
」
「
最
大

公
約
数
・
最
小
公
倍
数
」
の
用
語
の
理
解

と
求
め
方
、
「
円
の
面
積
」
「
｜
扇
形
の
面
積
」

「
弧
の
長
さ
」
な
ど
で
の
無
答
・
誤
答
が

多
か
っ
た
。

本
調
査
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
五
・
六

年
生
、
中
学
一
・
二
年
生
の
四
学
年
で
行

っ
た
。

４
英
語
科
調
査
結
果
の
特
徴

５
生
活
意
識
調
査
結
果
の
特
徴

長文読解
段落構成
の理解

接続詞
の理解

指示語
の理解

細部の
読みとり

要旨

語彙
同音異義語
の書きとり

音読みと
訓読み

文法

接続詞
の使用

修飾被修飾
関係の理解

主語・述語
関係の理解

副詞の使用

文章構成力三



4４ 
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家
庭
生
活
の
面
で
は
、
「
学
習
机
の
有
無
」
「
夕
食
時
に
家
族
が

揃
っ
て
い
る
か
」
な
ど
条
件
面
で
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
家
族
へ
の
帰
属
感
が
希
薄
で
あ
る
点
が
気
に
な
っ

た
（
図
４
１
１
）
。

次
に
、
家
庭
学
習
の
成
立
状
況
で
あ
る
が
、
被
差
別
部
落
児
童

で
勉
強
時
間
を
決
め
て
い
る
生
徒
は
少
な
い
（
図
４
１
２
）
。
中
学

一
一
年
生
で
は
、
わ
ず
か
七
・
｜
％
で
あ
り
、
逆
に
テ
レ
ビ
を
三
時

間
以
上
見
て
い
る
生
徒
は
五
○
％
近
く
で
あ
っ
た
。
「
勉
強
が
わ
か

ら
な
い
時
、
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
設
問
で
は
、
「
ほ
っ
て
お
く
」

と
答
え
た
生
徒
が
中
学
二
年
生
で
は
地
区
外
生
徒
の
二
倍
に
達
し

て
い
る
（
図
４
１
３
）
。
関
連
す
る
設
問
で
、
「
参
考
書
・
問
題
集

を
全
然
持
っ
て
い
な
い
」
と
答
え
た
生
徒
は
、
小
学
校
で
五
四
・

一
一
％
（
地
区
外
生
徒
は
一
一
三
・
八
％
）
、
中
学
校
で
一
一
八
・
六
％
（
地

区
外
生
徒
は
、
二
・
七
％
）
で
あ
り
、
家
庭
学
習
環
境
が
十
分

に
成
立
し
て
い
な
い
こ
と
が
学
力
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

学
習
意
欲
と
関
連
し
て
、
大
き
な
課
題
が
進
路
目
標
で
あ
る
。

中
学
二
年
生
に
「
中
学
卒
業
後
の
進
路
」
を
聞
い
た
結
果
は
図
４

１
４
の
通
り
で
あ
る
。
「
で
き
れ
ば
短
大
・
大
学
ま
で
進
学
し
た
い
」

と
答
え
た
生
徒
は
地
区
外
生
で
四
八
・
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

被
差
別
部
落
生
徒
で
は
約
半
分
の
二
五
％
で
あ
っ
た
。
｜
方
、
明

確
な
進
路
目
標
が
な
く
、
「
ま
だ
決
め
て
い
な
い
」
と
答
え
た
生
徒

小学５年算数出題領域別正答率図２ ３ 

100％ 5０ ０ 

iil 

数
数
数

整
小
分

数
数
数

整
小
分

量と測定

図形

数量関係

文章題

亡コ 富田小地区外＝ 富田小地区
図２ 小学５年算数の平均正答率
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図２ 中学２年数学の出題領域別正答率４ 
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図２ 中学２年数学の平均正答率２ 
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図形薑



4６ ４７学力保障と地域教育運動の課題

大
阪
同
和
保
育
連
絡
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
「
被
差
別
部
落
の

（
川
）

乳
幼
児
の
生
活
と
遊
び
に
関
す
る
実
態
調
査
」
を
行
っ
た
の
は
一

九
八
五
年
で
あ
る
。
私
の
知
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
が
か
り

な
調
査
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
地
区
単
位
で
保
育
（
就
学

前
教
育
）
に
返
す
べ
き
課
題
が
十
分
に
論
議
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
に
は
、
各
保
育
所
（
園
）
の
体
制
の
問
題
も
あ
る
が
、
富
田
地

区
で
も
「
教
育
改
革
」
の
動
き
と
合
わ
せ
、
論
議
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
九
○
年
で
あ
っ
た
。

本
調
査
は
、
八
五
年
調
査
お
よ
び
「
富
田
地
区
教
育
改
革
推
進

会
議
」
で
の
討
議
を
受
け
て
、
富
田
第
二
保
育
所
が
独
自
に
行
っ

た
調
査
で
あ
る
。

が
、
被
差
別
部
落
の
場
合
、
地
区
外
生
の
二
倍
に
も
達
し
た
。

逆
に
、
「
希
望
の
仕
事
に
つ
け
る
か
」
と
聞
い
た
設
問
で
は
、
「
多

分
つ
け
る
」
と
答
え
た
子
ど
も
が
被
差
別
部
落
生
徒
で
五
二
・
九

％
と
半
数
に
達
し
て
い
る
。
地
区
外
生
が
二
○
・
四
％
で
あ
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
極
め
て
高
い
数
字
で
あ
り
、
被
差
別

部
落
に
共
通
す
る
「
将
来
へ
の
見
通
し
」
「
生
活
設
計
能
力
」
の
弱

さ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

三
乳
幼
児
（
就
学
前
教
育
）
実
態
調
査
の
概
要

中学２年英語の平均正答率図３ １ 

100％ 100％ 5０ ００ 5０ 

三三大阪府地区三４中地区

ヒコ大阪府地区外ヒコ４中地区外

中学２年英語の出題領域別正答率図３ ２ 

100％ 5０ 0 

被
差
別
部
落
児
童
の
語
彙
数
の
不
足
が
小
学
校
教
師
側
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
項
目
が
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、
本
稿
で
は
三
歳

児
と
五
歳
児
の
数
値
を
表
１
、
表
２
に
示
し
た
。

三
歳
児
で
、
一
人
称
代
名
詞
や
範
晴
語
で
大
き
な
落
ち
込
み
が

あ
る
ほ
か
、
位
置
関
係
、
時
間
の
概
念
、
季
節
と
い
っ
た
抽
象
概

念
や
形
容
詞
・
副
詞
を
使
っ
た
表
現
力
、
絵
本
の
世
界
を
遊
び
に

取
り
入
れ
る
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
カ
な
ど
に
大
き
な
課
題
を
示
し

調
査
内
容
は
、
八
五
年
調
査
の
う
ち
、
「
保
育
所
で
の
子
ど
も
の

姿
に
関
す
る
実
態
調
査
」
の
項
目
に
準
じ
た
が
、
｜
部
変
更
も
加

え
た
。
項
目
は
、
大
き
く
「
言
語
」
「
社
会
」
「
探
索
」
に
関
わ
る

部
分
で
あ
る
。

調
査
方
法
は
、
保
育
所
で
保
母
が
子
ど
も
の
曰
常
の
生
活
を
観

察
し
て
記
入
す
る
方
法
を
と
っ
た
。

調
査
対
象
は
、
保
育
所
に
在
籍
す
る
三
歳
～
五
歳
組
の
子
ど
も

で
あ
る
。
た
だ
し
、
月
例
差
が
あ
る
た
め
、
調
査
実
施
時
期
の
一

九
九
一
年
一
一
月
現
在
の
満
年
齢
と
し
、
三
歳
’
八
人
、
四
歳
’

一
五
人
、
五
歳
’
一
九
人
、
六
歳
’
一
一
○
人
の
計
六
二
人
、
全
員
、

被
差
別
部
落
の
幼
児
で
あ
る
。

１
調
査
の
内
容
と
方
法

２
「
言
語
」
に
お
け
る
課
題’ 

ヒコ臣＝ ４中地区外４中地区

語彙｜文法事項一完成問題
アルファ

ペット

単語(和訳）

単語(英訳）

単語

基本的文法

文型書換え

疑問詞

和訳

英訳

読解力薑
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図４－１

「おやは気持ちをわかってくれるか」

Ａ‐ＢＣＤ 
笛、、､、、、､、

２８０４８０１６０ＢＯＩ 

－－ 

３５３イ1２l184Ld1S

富田地区小５

富田地区小６

富田地区中１

富田地区中２

図４－２

｢勉強時間は決めているか」

Ａ Ｂ 

富田地区小５

ＡよくわかってくれるＢだいたいわかってくれる

ＣあまりわかってくれないＤほとんど無理解富田地区小６

富田地区中１ ｢悩みや心配ごと」＝両親の仲がよくない＝

富田地区小５

富田地区小６

宮田地区中l

富田地区中２

20.0 
富田地区 中２

､７ 
Ａ決めているＢ決めていない

図４－３

「勉強がわからない時、どうするか」＝「ほっておく」

0.0 

富田地区小５

富田地区小６

富田地区外小５

1６．０ 
「家族といるのは楽しいか」

ＡＢ ＣＤ 
4１．２ 

富田地区小５

宮田地区小６

富田地区中l

富田地区中２

２９．２５．９５．９ 11.5 

富田地区中１ 4１．２ 

74174 
＝ 

＝14.Ｂ=＝ 

富田地区中２

富田地区外中２

4０ ､６ 
Ａ楽しいＢまあまあ楽しい

Ｃあまり楽しくないＤ楽しくない
1８．６ 

＝家庭内に争い事がある

24.0 富田地区小５

富田地区小６

富田地区中l

宮田地区中２
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5０ ５１学力保障と地域教育運動の課題

図４ ４ 

１
「
解
放
の
学
力
」
と
は

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
富
田
の
解
放
教
育
運
動
の
積
極
面
は

積
極
面
と
し
て
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
部
落
解
放
を
担
い

う
る
子
ど
も
た
ち
を
本
当
に
作
り
え
て
い
る
の
か
と
い
う
厳
し
い

自
己
批
判
に
た
っ
て
、
新
た
な
教
育
運
動
の
方
向
を
作
り
出
そ
う

と
試
み
た
。
そ
の
第
一
歩
は
「
解
放
の
学
力
」
に
つ
い
て
の
認
識

の
一
致
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
私
た
ち
は
「
差
別
と
闘
う
感
性
」
を
重
視
し
、
「
被

差
別
と
し
て
の
立
場
の
自
覚
」
を
子
ど
も
た
ち
に
迫
っ
て
き
た
。

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
指
し
て
「
解
放
の
学
力
」
と
言
っ
て
き
た

き
ら
い
が
あ
る
。

な
も
の
を
描
く
こ
と
な
ど
イ
メ
ー
ジ
カ
を
問
わ
れ
る
項
目
の
数
値

が
極
め
て
低
か
っ
た
。
ま
た
、
飼
育
・
菜
園
活
動
で
の
見
通
し
に

も
課
題
が
感
じ
ら
れ
た
。

学
校
教
育
で
求
め
ら
れ
る
知
識
理
解
・
定
着
の
基
本
と
な
る
「
認

識
力
」
「
イ
メ
ー
ジ
カ
」
「
表
現
力
」
を
い
か
に
幼
児
期
に
獲
得
し

う
る
か
、
私
は
こ
こ
に
被
差
別
部
落
児
童
の
低
学
力
構
造
を
突
破

す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

｢中卒後の進路」

四
学
力
保
障
の
課
題

府下地区中２

富田地区中１

富田地区中２

富田地区外中２

Ａ高校までＢ短大・大学までＣ決めていないＤ他

｢希望の仕事につけるか」

Ａ Ｃ Ｂ 

府下地区中２

富田地区中１

富田地区中２

富田地区外中２

§Ｗ９５ 

し
か
し
、
今
日
時
点
で
の
学
力
保
障
の
提
起
な
ら
び
に
立
場
の

自
覚
を
め
ぐ
る
子
ど
も
た
ち
の
環
境
の
変
化
を
ふ
ま
え
、
改
め
て

「
解
放
の
学
力
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
何
か
」
「
何
を
こ

そ
、
ど
う
保
障
し
て
い
く
の
か
」
を
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
「
特
措
法
」
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
意
識
が
確
実

に
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
常
、
差
別
が
い
く
ら

で
も
回
り
に
あ
る
時
代
は
差
別
を
直
感
で
き
た
し
、
い
わ
ば
無
自

覚
の
内
に
「
自
分
た
ち
と
他
は
違
う
」
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
え

た
。
だ
が
、
今
の
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
「
被
差
別
の
自

覚
か
ら
学
力
に
立
ち
向
か
う
」
と
い
う
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
依

然
と
し
て
有
効
な
の
か
ど
う
か
が
議
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。第
二
に
、
被
差
別
を
共
有
す
る
べ
き
立
場
の
部
落
の
子
ど
も
た

ち
自
ら
が
、
「
障
害
」
者
差
別
や
「
い
じ
め
」
に
加
担
し
て
い
る
と

い
う
実
態
を
ど
う
と
ら
え
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

第
三
に
、
部
落
解
放
運
動
そ
の
も
の
が
第
三
期
と
い
わ
れ
る
反

差
別
・
国
際
連
帯
の
共
同
闘
争
主
導
の
時
代
へ
と
大
き
く
変
化
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

南
ア
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
話
を
聞
い
て
南
ア
が
ど
こ
に
あ
る

か
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
て
も
そ
れ
が
ど
こ
に
あ
る
か
さ
え

も
知
ら
な
い
部
落
の
子
ど
も
が
多
数
存
在
す
る
。
社
会
全
体
か
ら

自
ら
の
立
場
を
見
つ
め
直
す
、
社
会
を
知
る
こ
と
で
自
分
を
知
る
、

た
。
「
こ
と
ば
」
そ
の
も
の
が
、
曰
常
の
家
庭
生
活
で
獲
得
す

る
部
分
も
多
く
、
被
差
別
部
落
の
文
化
的
低
位
性
が
就
学
前

段
階
で
大
き
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
も
、
小
・
中
学
校
で
の

低
学
力
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

知
的
好
奇
心
を
促
す
た
め
の
環
境
を
ど
う
設
定
し
て
い
く

い
か
が
重
要
で
あ
り
、
保
育
の
中
で
も
「
文
字
環
境
」
「
自
然
事

韓
象
へ
の
発
見
の
喜
び
」
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」
「
経
験
し
た

泳
事
を
文
に
つ
な
げ
る
（
一
一
一
一
口
語
化
）
」
な
ど
の
意
識
的
な
取
り
組

Ｃ
 

，
み
が
必
要
と
田
。
わ
れ
る
。

なナ列
３
「
社
会
」
「
探
索
」
に
お
け
る
課
題

分肪
「
社
今
云
」
「
探
索
」
は
、
学
力
の
基
礎
を
な
す
部
分
で
あ
る
。

耀
概
し
て
、
要
求
や
自
己
主
張
が
強
い
反
面
、
友
達
と
の
関
係

伽
や
遊
び
の
ル
ー
ル
な
ど
の
社
会
性
・
組
織
性
、
手
先
の
し
な

勝
や
か
さ
、
工
夫
し
て
遊
ぶ
と
い
っ
た
探
索
・
操
作
の
力
が
弱

い
点
に
被
差
別
部
落
児
童
の
大
き
な
特
徴
が
現
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
三
歳
～
六
歳
へ
と
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
、
よ
り

多
く
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
項
で
は
、
五
歳
・
六
歳

の
数
値
を
紹
介
し
た
。
（
表
３
１
１
、
表
３
１
２
、
表
４
１
１

表
４
１
２
）

特
に
、
ご
っ
こ
遊
び
や
積
み
木
・
ブ
ロ
ッ
ク
で
少
し
複
雑

な
も
の
を
作
っ
て
遊
ぶ
と
い
っ
た
こ
と
や
想
像
し
て
い
る
ん

56.0 24.3 

61.8 17.6 、20β、
一一 〆

35.7 25.0 ﾐﾐﾐ耐iﾐﾐﾐ
￣ 

3４．８ 48.4 

ＢＣＤ Ａ 

ミ翌弍§しﾐミ 28.3 48.2 

￣ 

lﾐY9?、 ９．５ 66.7 

11.8 29.4 

!iﾐﾖi、、 24.8 51.4 



５３学力保障と地域教育運動の課題 5２ 

3才

琿頭二一三

表１言語３才

項目
Ｏ 
' 

' 

０ 

）２ ５５ 0７ ５１０ 

25．基本的な色の名をほとんど知っている。 ノ

26．「とってもきれい」「きらきら光っている｣などと形容詞や副詞

をさかんに使って話をする（イメージゆたかに話す）

27．うさぎやライオンなど動物の名前が５つ以上言える。 ＞ 
28．タンポポやひまわりなど、身近にある花の名前を知っていて言

＞ 

つ 。

￣ 

こ

29．電車、バス自動車などの乗り物の名前を知っている。 ラ
30・だいこんやねぎなど､八百屋で売っている野菜のおもな名前を
知っていて言う。

く
／ 

、

31．「遠い近い」がわかり使っている（たとえば「遠くの公園はイ

ヤ、近くがイイ」など） 〉
32．「～みたい」というようなたとえの表現をして話をする。 ゾ

イ、絵本やことば遊びについてどんな姿が見られますか

１．自分で絵本を見て楽しんでいる。 ヘ

2．簡単なわらべうたあそびをしてもらうと喜んでする。 〉
３．読んでもらった絵本の筋や内容がだいたい理解できる。 ･て
4．絵本を読んでとせがむ゜ 、

5．絵本の中の出来事に一喜一憂したりする。
』
） 

6．絵本を見ながら、子ども同士いろいろな事を話し合う。 ＜ 
7．絵本や物語がとぎれそうになると、そのあとをさいそくする。 、二 ＞ 
8．絵本の中の人物や出来事をよい悪いなどと評価する。 ノ

／ 

９．知っている物語があって、それをおおまかに話せる。 ■ 
〆

、

１０．絵本の世界をあそびの中にとりいれる。 、
１１．簡単な伝言あそびを楽しんでする。

ウ、子どもの思考活動として、どんな姿が見られますか

１．みたてあそび、つもり遊びをする。 ’ 

2．丸、三角、四角にふれて、形のちがいがわかり、いわれると指
す。

／ 

3．くつ箱などの上下がわかる。 ） 
4．自分の前後がわかる。 （ 
５．２つの物を比べて、多い.少ない。長い．短い。高い．低いな

どの言葉が分かる。 〉
6．丸、三角、四角の形のちがいがわかり、言える。 （ 
7．いちいち「なんで？」と理由を聞きたがる。

＝ 
Ｌ 

８．３つまでのものを数える。 ＜ 
9．「ごっこあそび」をざかんにする。

１０．～ちゃんのまえ、～ちゃんのうしろに並ぶことなどがわかる。 ぐ
11．右手、左手がわかる。 、

0 項目
Ｏ 
ノ
' 

０ 

）２ ５５ ０７ ５１０ 

ア、まわりの大人や子どもとの交流や会騒の姿はどうですか

1．赤、青などの色の名前が１つでもわかり、その色を指す。 ' 

2．「これなあに？」とさかんに聞く。 ＜ 
３．２語文を言う。（｢プープーノッタ」「パパカイシャイッタ」な
ど）

、

4．自分の名前が言える。

5．みんなの前で自分の名前を呼ばれると「ハイ」と返事をする。

６．２つ以上の色の名前がわかり、その色を指す。

7．「きれい」「かたい」「おいしい」など、いくつかの形容詞を使
＞ 

つ ◎ 

8．「パパカイシャイッタ」など３語以上の文（多語文）を言う。

9．「きのうどこへ行ったの｣という質問の意味がわかり、「デパー
ﾄ」などと行った場所を言う。

１０．「だれが～したのかな」という意味がわかり、「～ちゃん」など
と、したものの名前を言う。

１１．「～ちゃんの」「～ちゃんのくつ」などという言い方をする。 ／ 

12．ブランコなど園内にある道具の名前がわかり言う 。 ぐ
13．遊びの中で、友達とある程度会話ができる。 ｛一 ＞ 
14．自分の事を「ボク」「ワタシ」などの１人称の代名詞を使って
￣＞ 

旨つ 。

●く
／ 

、

￣ 

１５．１つもっていて、さらに同じものを「もう１つちょうだい」と
言う ◎ 

､ 

、
／ 

16．「お昼の時間」などというふうに、「時間」という言葉を使うよ
うになる。 ＜ 

、

17．他の子に「～しようか」などと、言葉でさそいをかける。 フ
18．自分の使いたいものを他の子が使っているとき、「かして」な
どと言って頼む。

／ 

19．自分の見聞きした事、経験したことについて保母に話をする
(すらすら言えなくてもよい）

ノ
〉

20．自分の経験した事について、短く文を切らずに続けて話をする

(たとえば｢買物に行って、ごはんを食べて、帰ってきて…」な
ど） ｡ 

／ 

21．自分のしたいことを保母にことばではっきりと言う。

22．自分のしたいことを友達にはっきり言う 。

23．「けれど」「でも」などの逆説の接続詞を使って語すようになる。 ノ
（ 

24．「さかな」「野菜」「くだもの」「動物｣などと言うことばを範畷
語（はんちゅうご）として２つ以上理解している。（範畷語、た
とえば「さかな」ということばは、ふな、きんざょ、たいなどと

レベルが異なっており、それらの上位概念であるということを
理解しているかどうかである）

／ 

、
～ 

０ 



5４ 
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5才

雲申一言亘 １
Ｊ
 

表２言語５才

' 

項目

Ｏ 
' 

' 
０ 

）２ ５５ ０７ ５１０ 

12．大きさについて３つのものの比較系列ができる(大中小など中

間のものがわかる)。

13．「～だから」というような理由づけをした発言をよくする。
ジ
） 

14．位置関係について上・中・下・まえ・まんなか・うしろなど中

間のものがわかる。
／ 

０ 

項目

０ 
' 

' 

０ 

）２ ５５ ０７ ５１０ 

21．「～が」「～を」「～と」などの助詞を正しく使って話をする。 ノ

22．自分の考えを筋道たてて話す。 ▼ 
23．単語の音節分解ができる（たとえば、「イヌ」ならば２音節で
出来ていることがわかる） 〉

24．子どもカルタをほとんどとる。 」
〆

2５ ● ひらがなの短いことばをひろい読みする。 〆
２６．２～３こ以上の数字を書く。 ▲ 
27．「もし～だったら」と言う仮定の表現を使う。 、

28．しようと思っていることを保母にわかるようにお話をする。 」
29．経験した事をクラスの友達にわかるようにお話をする。 １ 

〆

30．しりとりをつなげる。 」
31．お店の種類を５つ以上言える。

● 
〆

32．四季の順序を知っている。

イ、絵本やことばあそびについてどんな姿が見られますか

１．絵本の中の人物や出来事をよい悪いなどと評価する。 ＝ 
二

２．知っている物語があって、それをおおまかに話せる。 ／● 
￣ 

3．絵本の世界を遊びの世界にとり入れる。 〆
〆

4．簡単な伝言遊びを楽しんでする。 人
5．絵本に親しむ習慣がついている。 ＞ 
６．知っている物語があって、それを順序よく、くわしく話せる。 □ 

〆

ウ、子どもの思考活動として、どんな姿が見られますか

１．５つまでのものを数える。 ￣ 
の

2．「～だから」と言うような理由づけをした発言をよくする。 ’ 
￣ 

3．位置関係について上・中・下・前・まんなか・うしろなど中間
のものがわかる。 ／ 

／ 

4．時計を見て何時か興味を持つ。 ｡～ 
～ 

５．１０までのものを数える。
～ 

ラ

6．自分をもとにして左右がわかる。 ７ 
〆

7．「これは軽いから浮かぶ」などと日常的に経験のあることなら
簡単な論理的な思考ができる。 」
8．なぞなぞをする。

■ 
／ 

～ 

9．ブランコをするときに、回数を正しく数える。 弓P
10.たずねられると、家へ帰る道順など説明できる(簡単でもよい
が目印になるようなものが入っていること） 〆

／ 

11．保母や父母の年齢に興味を持ち、たずねたり、語題にしたりす
る ◎ 

／ 

項目

Ｏ 
' 

' 
０ 

）２ ５５ ０７ ５１０ 

ア、まわりの大人や子どもとの交流や会話の姿はどうですか

1．自分の経験した事について、短く文を切らずに続けて話をする

(たとえば「買物に行って、御飯を食べて、帰ってきて…」な

ど） 、
2．自分のしたい事を保母に言葉ではっきりと言う ◎ 

3．自分のしたい事を友達にはっきりと言う。 〈

4．「けれど」「でも｣などの逆説の接続詞を使って話すようになる。 〉
5．「さかな」「野菜」「くだもの」「動物｣などと言うことばを範鴫
語として２つ以上理解している（範嶬語、たとえば「さかな」と

言う言葉は､ふな、きんざょ、たいなどとレベルが異なっており、

それらの上位概念であると言うことを理解しているかどうかで

ある） ／ 
6．基本的な色の名をほとんど知っている。 ． 

「

～ 

7．いろいろの曜日があることを知っている。
～ 

、

8．自分の名前を読む（１字１音対応していなく、形で読んでもよ

い）

、

／ 
＞ 

9．「とってもきれい」「きらきら光っている｣などと形容詞や副詞
をさかんに使って話をする（イメージゆたかに話す） 「

／ 

10.遊びなどの集団活動の場面で､役割や順番を子ども同士で決め

させると相談する。 Ｌ 
～ 

１１．「～から」「～ので」と文を続けて話をする。
～ 

ダ
ア

12.わからない文字があると大人に聞く。 ぐ
１３．２～３こ以上の数字をひろい読みする。 ウ
１４．大人が使っている言葉で、わからない言葉があればたずねる。 〆
15．もっとも一般的な反対語（暑い－寒いなど）を知っている。 人
16．「た」のつく語、「か」のつく語などを考える。 、二 ア
17．きょうは何曜日か、たいていわかる。 ／ 

18．日づけを理解して、それを読める。 、

19．自分の発音の誤りを自分で気づいてなおす。 ～八
里

20．幼児語をほとんど使わなくなる。 、？



５７学力保障と地域教育運動の課題 5６ 

社会 5才

違
っ
た
文
化
と
触
れ
合
う
。
そ
う
し
た
中
か
ら
、
「
差
別
す

る
側
と
し
て
の
立
場
の
自
覚
」
も
含
め
て
「
差
別
を
な
く

し
て
い
く
と
い
う
立
場
の
自
覚
」
へ
の
広
が
り
を
持
っ
た

「
社
会
的
立
場
の
自
覚
」
こ
そ
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

こ
う
し
た
意
味
で
の
「
社
会
的
立
場
の
自
覚
」
を
可
能

に
し
得
る
力
と
し
て
学
力
の
重
要
性
を
第
一
に
再
認
識
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
四
に
、
「
痛
み
を
共
有
す
る
」
と
い
う
時
、
そ
こ
に
は

自
ら
を
そ
こ
に
置
き
換
え
る
と
い
う
認
識
力
が
不
可
欠
で

あ
る
。
同
時
に
、
「
話
を
聞
く
力
」
「
話
を
読
み
取
り
、
理

解
す
る
力
」
が
無
け
れ
ば
、
そ
の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
、

共
感
す
る
と
い
う
感
情
は
生
ま
れ
な
い
。
「
文
章
に
要
約
す

る
力
」
「
要
点
立
て
て
話
す
力
」
は
、
文
を
組
み
立
て
る
イ

メ
ー
ジ
カ
と
も
関
連
す
る
問
題
で
あ
る
。
鋭
い
感
性
も
基

礎
学
力
の
裏
打
ち
が
あ
っ
て
よ
り
大
き
な
力
に
な
り
う
る

だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
こ
そ
が
部
落
の
子
ど
も
た
ち
に
、
今
、

保
障
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
力
で
も
あ
る
。

第
五
に
、
社
会
に
出
る
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
真
に
職
業

を
選
択
で
き
る
多
種
多
様
な
能
力
の
獲
得
で
あ
る
。
「
進
路

保
障
こ
そ
同
和
教
育
の
総
和
」
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、
被

差
別
部
落
の
就
労
構
造
が
こ
の
間
の
教
育
運
動
の
積
み
上

`仙北Ｉ

表３ 社会 ５才

Ⅲ 

項目
Ｏ 
' 

' 

０ 

）２ ５５ ０７ ５１０ 

エ、子どもにはどのような遊びの姿が見られますか

1．さがす役とかくれる役とを理解して、かくれんぽをする。 《

2．オニごっこをしてオニになると、他の子を追いかけてつかまえ

る ｡ （ 
3．赤と白にわかれた競技をすると、どちらが勝ったかわかる。

￣ 
」

'４．保育所ごっこ、病院ごっこなどを他の子どもに呼びかけて、数

人でする。 く
／ 

￣ 

5．ごっこ遊びの時に、自分からすすんで事前に役割分担してから

遊ぶ。

、

6．ごっこ遊びの時に、保母あるいは他の子どもがお母さん役なの

に赤ちゃんのまねをすると怒る ０ 

､ 

〉
7．ごっこ遊びの中で、役に応じたいろいろな行為(たとえば医者

なら注射をするだけでなく、聴診器をあてたり、包たいをしたり

など）をする。 ／ 
ノ

8．ごっこ遊びの中で、役に応じた言葉をつかう。 ｡＆ 
9．じゃんけんで勝ち負けがわかる。

～ 

＞ 

10・たかおに、しっぽとり、オニごっこのルールがわかってする。

11．現実のルールがかなり細かくごっこ遊びの中にとり入れられ

る。たとえば､医者が診察をしている時の表情や､やり方の順番、

患者へのしゃべり方なども表現する。 〈
ワ

、

12．ごっこ遊びの中で現実生活のルールと異なることをすると、

｢じゃないやんか」と抗議する。

、

／ 
刀

13．ごっこ遊びの構想(すごい怪獣をやっつけにいく探検隊遊びを

しようなど）を提案をして遊ぶ。 〈
／ 

し

14．ごっこ遊びの時に、お母さん役の子どもに｢哺乳びんでミルク

をのみ」と保母が言うと、笑ってそれを受け入れる（それがおか

しい事だとわかった上でやる） 、
15．トランプなどの「神経衰弱」のルールがわかってする。

、

￣ 
刀

16．探偵ごっこなど組織だった遊びをして、数人の子どもと遊ぶ。 位
￣ 

～ 

17．オニごっこをして、わざとつかまりそうになってスリルを楽し

む｡ 

～ 

￣ 
＞ エ

18．オニごっこのルールをかえて遊ぶ。 ●￣ 
￣ 

オ、作業・労働にかかわる姿はどうですか

1．料理づくりなど目的をもって友だちといっしょにする。 ￣ 
幻

2．友だち同士、仕事の分担をしながら、飼育、菜園活動、そうじ

などをする。 て
／ 

￣ 

3．自分のしたい遊びに移るために、見通しをもって片づけをす

る ◎ 〉
4．飼育動物の世話の段取りがわかって行動する。 ．▲ 
5．飼育動物のためや自分たちの生活のために必要な当番活動を

すすんでする。

、
℃ 

０ 

項目
Ｏ 
' 

／ 
０ 

）２ ５５ ０７ ５１０ 

ア、大人とのかかわりの様子はどのようですか

1．自分でできないこと、してほしいことに出あうと、保母に助け
を求める。

ノ
' 

2．楽しかったことなど聞いてほしくて、よく話をしにくる。 ､／ 

イ、いろんな要求を出したり、自己主張したりする姿が見られます
か

1．「おおきくなってなにになりたいか｣と聞くと、身近な大人(お
父さん、お母さんなど）や、家族以外の職業をいう。 ａ 

、

2．自分が負けるとくやしがる。 、

ジ
刃

3．友だちとたがいに主張したり、妥協しながらあそぶ。
＝ 

４．泣くのを人に見られないようにする。 ウ
￣ 

ウ、子ども同士のかかわりの姿はどんな様子ですか

１．砂場で２人以上で協力して１つの山をつくるなど共同でもの
をつくる １ 
2．禁止されていることを他の子どもがやった時に、その子に注意
する 。 ノ
3．小さい子の気持ちを理解して面倒を見たり、他の子どもが困っ
ていると手助けしたりする。

／ 

４．とりあいやけんかが起こった時に、いろんな方法を考え、自分
たちで解決しようとする。 〆
5．収集物（小石、紙など）を友だちと交換する。 ● 

' 

０ 
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社会６才 表３－２社会６才

Ｕ 

探索５才表４ １ 

ギ
アーｉ

ｌ 

’
１
 

Ｉｌｌｌｌ ,〈

１
１
「

￣ 

二）

項目

Ｏ 
' 

' 

０ 

）２ ５５ ０７ ５１０ 

オ、作業・労働にかかわる姿はどうですか

1．自分のしたい遊びに移るために、見通しを持って片づけをす

る 。 ／ 
2．飼育動物の世話の段取りなどがわかって行動する。 ／ 
3．飼育動物のためや自分たちの生活のために必要な当番活動を

すすんでする。

０ 項目

Ｏ 
／ 

' 

０ 

）２ ５５ 0７ ５１０ 

ア、大人とのかかわりの様子はどうですか

1．自分でできないこと、してほしいことに出あうと、保母に助け

を求める。 ノ
’ 

2．楽しかった事など聞いてほしくて、よく話をしにくる。 了

イ、いろんな要求を出したり、自己主張したりする姿が見られます
か

1．「おおきくなったらなにになりたい」と聞くと、家族以外の職

業・「お兄さん」「お姉さん」と自分の身近にいる人で、上の年齢

の人を答える。 ／ 
２．泣くのを人に見られないようにする。 イ

ウ、子ども同士のかかわりの姿はどんな様子ですか

1．砂場で２人以上協力して１つの山をつくるなど共同でものを

つくる ０ ／ 
2．禁止されていることを他の子どもがやったときに、その子に注

意する。
０ 
／ 

3．小さい子の気持ちを理解して面倒を見たり、他の子どもが困っ

ていると手助けしたりする。

4．取り合いやけんかが起った時に、いろんな方法を考え、自分た

ちで解決しようとする。
ｑ 

5．友達がやってもらいたいと思っていることを察してやってあ

げることがある。 、

6．収集物（小石、紙など）を友だちと交換する。 叉
7．自分が負けてもゲームを楽しむ。

、

□ 

エ、子どもにはどのような遊びの姿が見られますか

1．じゃんけんで勝ち負けがわかる。 ？ 

２･たかおに、しっぽとり、オニごっこのルールがわかってする ◎ 〆
3．現実の生活のルールがかなり細かくごっこ遊びの中にとりい

れられる゜たとえば、医者が診察しているときの表情や、やり方

の順番、患者へのしゃべり方なども表現する。 〈
／ 

4．ごっこ遊びの中で現実生活のルールと異なることをすると、

｢じゃないやんか」と抗議する。 １４〃 〉
5．ごっこ遊びの構想(すごい怪獣をやっつけにいく探検隊あそび

をしようなど）を提案して遊ぶ。 ぐ
6．ごっこ遊びの時に、お母さん役の子どもに｢ほ乳でミルクをの

み」と保母が言うと、笑ってそれを受け入れる（それがおかしい

事だとわかった上でやる） ￣ 

7．トランプなどの「神経衰弱」のルールがわかってする。 ● 
／ 

～ 

８．助け鬼など組織だった遊びをして、数人の子どもと遊ぶ。
～ 

～マ

9．オニごっこをして、わざとつかまりそうになってスリルを楽し

む。 ノ
10．オニごっこのルールをかえて遊ぶ。 イ

〕

項目

Ｏ 
' 

／ 

０ 

）２ ５５ ０７ ５１０ 

ア、食事に使う道具（はしなど）についてはどんな姿が見られます
か

１．食べやすいように食器を操作して、はしで最後まで食べる。 ７ 

2．汁の中の浮いている具をはしではさんで食べる。 ＝ ̄  
」

3．はしで固いものを切って食べる。 ＜ 
￣ 

￣ 

4．汁の中に入っている自分の好きな、小さな具をはしの先でよっ
て食べる。

～ 

5．はしで薄いものをはさんで食べる。 ＜ 
6．すべるものや軟らかいものをはしでうまく食べる。 、

7．はしでグリンピースなど小さいものをつまんで食べる。 」

イ、園庭での遊具や道具を使っての遊びでどんな姿が見られます
か

1．三輪車でスピードを楽しむ。 へ

2．走りやすい場所を選んで三輪車に乗る。 〉
3．三輪車の後にひもを結び、物をひっぱって乗る。

〆

4．砂場の中に木片をいれて、線路や山をつくり、汽車を走らせる
などして遊ぶ。 て

／ 

５．つぶれないトンネルをつくるために、土に水をまぜるなど工夫
する 。

Ｌ 
、

‐ 

6．シャベルで砂をほり、ほった砂を横に投げる。

7．シャペルで砂場におとしあなをつくる。 ● 
￣ 

～ 
← 

8．三輪車で直線にそって走ろうとする。
～ 

～？ 

9．三輪車でスケーターのりをする。 」
10．スコップとシャベルを使い別けてものをつくる ｡ ／ 

〆

11．土のかたさによって、シャベルの使い方をかえる。 ぱ ／、
12．三輪車を連結させて走る。 、

、

13．三輪車で白線の上を走る。 ､、

ウ、室内での遊びの姿はどうですか

1．絵をかいて楽しむ。 Ｐ 

） 
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表４ 探索６才 探索５才２ 

２
学
力
保
障
の
道
筋
を
明

ら
か
に
す
る

（
Ⅱ
）
 

「
新
し
い
学
力
観
」
が
こ
こ

数
年
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
一
言

で
い
え
ば
、
「
自
己
教
育
力
」
で

あ
り
、
自
ら
学
ぶ
意
欲
と
社
会

の
変
化
に
対
応
し
う
る
能
力
の

育
成
、
基
礎
・
基
本
の
徹
底
、

個
性
を
生
か
す
教
育
で
あ
る
。

私
は
、
被
差
別
部
落
の
低
学
力

児
童
・
生
徒
に
二
つ
の
パ
タ
ー

ン
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
一

つ
は
、
こ
つ
こ
つ
取
り
組
む
力

が
あ
り
な
が
ら
学
力
が
定
着
し

て
い
か
な
い
生
徒
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
、
就
学
前
段
階
で
奪
わ

れ
て
き
た
「
認
識
力
」
「
国
語
力
」

げ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
的

に
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
現

実
を
真
撃
に
受
け
止
め
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

項目
０ 
' 

' 

０ 

）２ ５５ ０７ ５１０ 

ア、食事に使う道具（はしなど)についてはどんな姿が見られます
か

1．はしで固いものを切って食べる。 、

2．汁の中に入っている自分の好きな、小さな具をはしの先でよっ
て食べる。 〉
3．はしで薄いものをはさんで食べる。 〆
4．すべるものや軟らかいものをはしでうまく食べる。

5．はしでグリンピースなど小さいものをつまんで食べる。 ＄ 

イ、園庭での遊具や道具を使っての遊びでどんな姿が見られます
か

I．つぶれないトンネルを作るために、土に水をまぜるなど工夫す
る 。

2．シャベルで砂をほり、ほった砂を横へ投げる。 （ 
3．シャベルで砂場に落とし穴をつくる。 、
4．三輪車で直線にそって走ろうとする。 ） 

5．三輪車でスケーターのりをする。 ノ

6．スコップとシャベルを使いわけてものをつくる ◎ 〆
7．士のかたさによって、シャベルの使い方をかえる。 〈
8．三輪車を連結させて走る。 、
9．三輪車で白線の上を走る。 Ｌ 

ウ、室内での遊びの姿はどうですか

1．思ったものを絵にかく。（子どものイメージしたものが伝われ
ばよい） ／ 
2．想像していろんなものをかいて楽しむ。 ｡～ 
3．ごっこ遊びに使うもので、複雑な形をはさみで切りぬく。（お
面など）

～ 

4．指を上手に使って、三角、四角折りをする。 〆
5．よく飛ぶように工夫しながら、紙ヒコーキを自分で折る。 ＜ 〆罠
6．大型積み木で、本当にその中で遊べる家を作る。

＝ 
＞・

7．経験したことを絵にかく。 〆
￣ 

8．筆を使って、絵の具でかく。 ＜ 
９．廃品を利用して、簡単なものを自分で作る。 、

、

10．はさみで穴を切りぬく。 可
11．はさみで布を切る。 ヘ
12．はさみでセロハン、ビニールひもなどを切る。 ＞ 
13.本を見ながら、折り紙でフーセン、やつこなど簡単なものを折
る ｡ 

／ 

０ 
項目

Ｏ 
ノ

' 

０ 

）２ ５５ ０７ ５１０ 

2．積み木やブロックで汽車や家など、少し複雑なものをイメージ
しながらつくる ◎ １ 
3．積み木やブロックで、遊びに必要のものを工夫してつくる。 bへ
4．はさみで簡単な形をきりぬく。

～ 

＞ 

5．指をじょうずに使って、折り紙に折り目を入れる。

6．はさみとノリを使って、簡単なものをつくる。 く ＰＬ 
７ ● 思ったものを絵にかく。（子どものイメージしたものが伝われ

ぱよい） 〉
８．想像していろんなものをかいて楽しむ。 。

「

～ 

９．ごっこ遊びに使うものをはさみできりぬく。
～ 

、

10．指をじょうずに使って、三角、四角折りをする。
￣ 

」

11．よく飛ぶように工夫しながら、かみヒコーキを自分で折る。 ７ 
￣ 

12．大型積み木で、本当にその中で遊べる家を作る。 人
～ 

13．経験したことを絵にかく。 、

14．筆を使って、絵の具で絵をかく。 ノ

15．廃品を利用して、簡単なものを自分で作る。 〆
16．はさみで穴をきりぬく。 ▲ 
17．はさみで布を切る。 、

（ 

18．はさみでセロハン、ビニールひもなどを切る。 〉
19.本を見ながら、折り紙でフーセン、やつこなど簡単なものを折
る ◎ 

20．はさみで複雑な形をきりぬく。（星型など）

エ
、 まわりのものへのかかわりとして意欲的な姿が見られますか

1．むしとりあみでチョウやバッタをつかまえることに興味を持
つ◎ ／ 
2．石ころやピンのふたなどこまごましたものを集めてためる。 ｡▲ 
3．虫あつめに興味をもつ。

、

＞ 
4．科学図鑑などの絵を興味をもって見ろ。 け

０ 



６３学力保障と地域教育運動の課題

別表，高槻四中の授業づくりの全体像と学習形態・内容一覧

6２ 

探索６才

☆授業づくりの基本的前提授業づくり事務局

部落差別の現実から深く学び、「地区｣生の解放の学力と進路を保障するとともに、すべての

生徒の学力と進路を保障する

☆解放の学力とは何か
部落差別の現実

(低位の高校・大学進学率）
差別を見抜き、差別と闘う

ことのできる学力（立場の

自覚と生活を担う力）

学力保障・進路保障の

取り組みの重要さ

に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、

曰
々
の
設
定
保
育
・
教
科
授
業

の
見
直
し
と
こ
れ
ら
を
可
能
に

す
る
環
境
設
定
が
不
可
欠
で
あ

る
。も
う
一
方
は
、
力
が
あ
り
な

が
ら
学
習
態
度
・
習
慣
が
確
立

で
き
て
い
な
い
生
徒
で
あ
る
。

興
味
・
関
心
・
態
度
・
意
欲
が
、

学
習
成
立
の
ス
タ
ー
ト
で
あ

り
、
学
習
の
主
体
者
は
子
ど
も

自
身
で
あ
る
。
教
師
・
保
母
主

導
の
知
識
の
教
え
込
み
か
ら
、

子
ど
も
主
導
型
へ
の
転
換
、
支

援
者
と
し
て
の
学
校
・
保
育
所
、

地
域
・
親
の
役
割
と
連
携
の
あ

り
方
が
各
地
域
で
検
討
さ
れ
る

べ
き
時
期
で
は
な
い
か
と
思

二
つ
◎従
来
の
「
一
斉
授
業
」
か
ら

「
個
と
集
団
を
生
か
す
授
業
づ

く
り
」
へ
、
さ
ら
に
多
様
な
学

↓ ↓ ↓ 

個性を重視した取り組み

（個を生かす）

（社会の中で個性を生かし

て）

⑨ 

自ら学ぶ力をつける取り組

み(自学自習）（高校を中退

せず大学へも）

仲間とともに学力を高める

取り組み（仲間とともに自

覚をもって高校へ）

⑤ ① 

自ら学ぶ力（自学自習

力）をつける授業

一斉授業での個別学

習、完全な個別学習

仲間とともに集団で高

まる授業

一斉授業分割授業

学
校

学
校

学
校

⑩ ② 

自主性を育て、興味、

関心、体験を生かす総

合学習

立場の自覚を高め、学

力を取り戻す抽出促進

授業

』⑥ 

習
形
態
の
追
求
が
必
要
で
あ
る
。

高
槻
市
立
第
四
中
学
校
は
、
一
九
九
二
年
、
一
九
九
三
年
の
一
一

年
間
、
文
部
省
の
同
和
教
育
研
究
指
定
校
を
う
け
、
中
野
陸
夫
氏

（
大
阪
教
育
大
）
ら
の
協
力
を
得
な
が
ら
授
業
作
り
の
新
た
な

（
脳
》

研
究
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

第
一
に
は
、
学
力
保
障
と
授
業
改
革
で
あ
る
。
そ
の
要
点
は
、

「
班
を
生
か
し
、
集
団
で
高
ま
る
授
業
づ
く
り
」
「
個
性
と
興
味
・

関
心
を
伸
ば
す
授
業
」
三
個
」
を
重
視
し
、
自
学
自
習
の
力
を
つ

け
る
授
業
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
学
習
理
解
の
個
人
差
を
ふ
ま

え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
速
度
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
内
容
を
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
学
習
方
法
を
部
分
的
に
追
求
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
自
主
行
動
を
取
り
入
れ
た
ナ
ガ
サ
キ
修
学
旅
行
、
「
総

合
学
習
」
な
ど
、
体
験
を
重
視
し
、
生
徒
の
自
主
性
・
創
造
性
を

高
め
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

第
三
に
、
生
徒
会
改
革
を
中
心
と
し
た
子
ど
も
の
自
立
を
促
す

取
り
組
み
で
あ
る
。
学
習
の
主
体
者
と
し
て
の
生
徒
自
身
に
よ
る

授
業
改
革
（
授
業
規
律
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
な
ど
、
生
徒
が
主
役
の

学
校
づ
く
り
で
あ
る
。
な
お
、
授
業
づ
く
り
の
全
体
像
に
つ
い
て

は
、
別
表
１
１
を
参
照
願
い
た
い
。

第
四
中
学
校
で
の
二
年
間
の
成
果
は
、
①
教
職
員
の
授
業
づ
く

り
の
モ
ラ
ー
ル
の
高
ま
り
と
意
欲
の
向
上
②
授
業
づ
く
り
推
進

⑦’１ 

圖￣

④Ⅱ 

③ 

集中学会

・中３合宿

⑪ 

地域の様々な行事

青少年センター事業

家
庭
・
地
域

仲間とともに

がんばる

家
庭
・
地
域

＝ 

の
校
内
体
制
の
確
立
③

各
教
科
の
授
業
研
究
の
前

進
と
授
業
技
術
の
向
上

④
学
習
集
団
づ
く
り
の
必

要
性
の
認
識
と
班
を
生
か

し
た
集
団
で
高
ま
る
授
業

の
前
進
⑤
授
業
規
律
の

必
要
性
の
認
識
⑥
自
学

自
習
の
習
慣
の
大
切
さ
の

認
識
と
一
定
の
定
着
⑦

個
性
や
興
味
・
関
心
を
伸

ば
す
取
り
組
み
の
前
進

⑧
個
に
応
じ
た
指
導
の
必

要
性
の
認
識
と
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
の
模
索
⑨

公
開
授
業
の
成
功
⑧
学

習
環
境
の
整
備
に
集
約
さ

れ
る
。

項目
０ 

' 

' 

０ 

）２ ５５ ０７ ５１０ 

エ、まわりのものへのかかわりとして意欲的な姿が見られますか

1．虫とりあみでチョウやバッタをつかまえることに興味を持つ。 １ 

２．石ころやピンのふたなどこまごましたものを集めてためる。 ノ
３．虫あつめに興味をもつ。 〆
4．科学図鑑などの絵を興味をもって見る。 。

「

0 



６５学力保障と地域教育運動の課題 6４ 

図５－１

－世帯あたり平均年収の変化

育
条
件
の
向
上
で
あ
る
（
同
和
加
配
教
職
員
の
配
置
、
子
ど
も
会

活
動
、
奨
学
金
制
度
、
保
護
者
組
織
の
確
立
な
ど
）
。
第
一
一
に
、
被

差
別
部
落
内
で
も
階
層
分
化
が
進
ん
で
お
り
、
経
済
的
安
定
層
と

依
然
厳
し
い
生
活
実
態
層
と
に
二
極
分
解
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
（
図
５
１
１
）
。
第
三
に
は
、
こ
れ
と
関
連
し
て
親
の
教

育
要
求
・
意
識
も
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
。
第
四
に
、
子
ど
も
を

取
り
巻
く
生
活
環
境
・
意
識
の
変
化
と
、
啓
発
活
動
の
成
果
に
よ

る
も
の
で
あ
る
が
地
区
外
の
差
別
意
識
の
一
定
の
改
善
が
あ
る
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
変
わ
っ
て
い
な
い
も
の
の
第
一
は
、
本

稿
冒
頭
で
も
あ
げ
た
被
差
別
部
落
の
就
労
構
造
で
あ
る
。
図
５
１

２
は
、
一
九
八
二
年
と
九
○
年
に
富
田
地
区
で
行
っ
た
地
区
実
態

【学習形態と内容】

図５ 就労内容２ 

可
ｊ
《
叩
叩
叩
）

％
０
 

〃〃００１、『０口０－

） 図５ 最終学歴1990年調査３ 

図大学卒業
唖短大卒業
圏高等学校卒業
国中学校卒業
鋼小学校卒業
魎不就学・小学校中退

7５ 

5０ 

戦
後
、
高
度
成
長
期
を
経
て
わ
が

国
の
経
済
状
況
は
大
き
く
変
化
し

た
。
と
り
わ
け
、
一
九
六
九
年
の
同

和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
施
行
以

降
、
運
動
の
高
ま
り
と
あ
い
ま
っ
て

大
阪
の
被
差
別
部
落
は
大
き
く
変
貌

し
た
。
「
何
が
ど
う
変
化
し
、
依
然
と

し
て
変
わ
っ
て
い
な
い
も
の
は
何
な

の
か
」
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
新

た
な
教
育
運
動
（
教
育
改
革
）
を
創

造
し
て
い
く
上
で
極
め
て
重
要
な
こ

と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
学
習
の
主

体
者
は
今
を
生
き
て
い
る
子
ど
も
た

ち
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

変
化
の
部
分
で
い
え
ば
、
第
一
に

運
動
の
成
果
に
よ
る
人
的
・
物
的
教

１
今
日
の
差
別
実
態
の
変
化

五
新
し
い
教
育
運
動
の

方
向
性
を
め
ぐ
っ
て

2５ 

０ 

1５２０３０４０５０６０７０ 
歳歳歳歳歳歳歳
ＩＩＩＩＩＩＩ 
１９２９３９４９５９６９７９ 
歳歳歳歳歳歳歳

別
歳
～

①仲間とともに集団

で高まる一斉授業

と分割授業

発問や評価を生かす。班や小集団を活用する。生徒の発言や仲間とと

もに主体的に学ぶ意欲を引き出す。「しんどい｣立場の生徒を中心にす
えた、本校の授業形態の基本であり、中核である。

②立場の自覚を高

め、学力を取り戻

す抽出促進授業

｢抽出宣言｣の取り組み後おこなう。学力を取り戻せば原級復帰をし、

仲間とともにがんばるのが原則。２年前より、「地区｣生集団を育てる
ためと、公立高校をめざすための抽出にも取り組んでいる。

③集中学習会・中３

合宿
進路保障に向け、中３合宿は中３の夏休み、集中学習会は中３の冬休
み以降に学年体制で行う。

④子ども会での地区

促進学習
部落解放子ども会での火、金の学習会（担当教師は学年で割り当て。
木は家庭学習・グループ学習）

⑤自学自習力をつける授業

．一斉授業での個

別学習

･完全な個別学習

同一課題を１人ひとり別々に自由な進度で学習したり、個に応じた課

題を選択して個人的に学習する形態。一斉指導の中に適宜取り入れ自
学自習力をつける。

単元を限定して、個に応じた課題を数種類用意して選択させ、自由な

進度で学習する。最低習得内容や学習計画を決めたり、学習の手引、

学習資料などを準備する。

⑥部落問題学習 基本的なカリキュラムを元に、生徒の実態にそった内容を検討し、生
徒の主体性を尊重して進める。

⑦習得学習ノート 家庭と学校の両方で、基本的な学力と自学自習の力をつけるために学
習を進めるためのノート。内容については教科で検討する。（実施にあ

たっては各教科や授業づくり事務局で検討・調整する）

③家庭学習・グルー

プ学習

木曜日におこない、学年担当教師（子担が割り当て）が指導員と協力
して家庭を巡回する。

⑨興味・関心・体験

をfliかす教科の授

業

テーマや課題を設定して自由に研究させたり、いろいろな体験授業を
したりする。

⑩自主性と興味・関

心・体験を生かす

総合学習

教科の枠をこえて、自由なテーマで研究したり、体験学習をしたりす

る。－人ひとりが自分でやることを選び学習する。夏休みにも行う。
(教師は全員で分担し関わる）

⑪ｉ１ｆ少年センター事

業
青少年センターが、地域の子どもたち（｢地区」外生も対象）に、セン

ターで絵画教室や英会話教室などの様々な文化的な取')組みを行う。
学校は関わらない。

82年 90年

200万円未満 3５．８ 3３．６ 

200～300万円未満 2３．８ １５．０ 

300 ￣～ 500万円未満 2４．７ 2３．２ 

500 ￣、￣ 700万円未満 ９．８ １４．６ 

700万円以上 ５．０ 117 

82年 90年

専門的・技術的

管理的職業
1３．３ 1０．１ 

事務 1３．０ １３．５ 

販売 ８５ 1３．１ 

運輸・通信・技能 1４．７ 22.0 

単純労働 1３．３ 1２．９ 

サービス 1５．８ 1２．９ 
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注

（
１
）
「
活
動
家
通
信
・
三
八
号
」
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
編
に

所
収
、
一
九
九
二
年
八
月

（
２
）
鍋
島
祥
郎
「
部
落
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
達
成
水
準
の
動
向
が

物
語
る
も
の
」
「
こ
れ
か
ら
の
解
放
教
育
』
部
落
解
放
研
究
所
編
、

一
九
九
三
年

に
、
子
ど
も
会
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
抜
本
的
改
革
で
あ
る
。
「
部

落
の
中
か
ら
部
落
の
外
△
、
多
種
多
様
な
学
び
の
ス
タ
イ
ル
の
追

求
、
家
庭
教
育
を
含
む
生
涯
学
習
支
援
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

第
三
に
は
、
地
域
共
同
子
育
て
文
化
の
発
展
で
あ
る
。
読
書
指

導
・
家
庭
学
習
・
親
子
行
事
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
へ
の
親
の
組
織
化
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
語
り
か
け
・
自

学
自
習
の
環
境
づ
く
り
・
豊
か
な
文
化
的
環
境
な
ど
親
自
身
の
生

活
規
律
の
建
て
直
し
と
子
育
て
へ
の
問
題
意
識
化
（
子
ど
も
の
こ

と
を
第
一
に
考
え
た
生
活
を
家
族
み
ん
な
で
や
る
）
を
学
校
・
地

域
・
家
庭
の
連
携
の
中
で
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
教
育
運
動
の
積
み
上
げ
の
中
で
作
り
上
げ
ら
れ
て

き
た
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
関
係
組
織
が
共
通
の
認
識
と
目
標
を
共
有

で
き
た
な
ら
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
可
能
な
目
標
で
あ
る
し
、
こ
れ

ら
の
実
践
の
成
果
は
他
の
教
育
運
動
を
さ
ら
に
豊
富
化
す
る
こ
と

に
も
な
る
と
確
信
し
て
い
る
。

（
畑
）

調
査
か
ら
抽
出
し
た
よ
□
の
で
あ
る
が
、
「
運
輸
・
通
信
・
技
能
」
「
単

純
労
働
」
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
と
い
っ
た
被
差
別
部
落
の
伝
統
的
就
労

形
態
の
数
値
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
逆
に
「
専
門
的
・

技
術
的
・
管
理
的
職
業
」
は
逆
に
減
少
し
て
い
る
。
図
５
１
３
は
、

富
田
地
区
で
の
年
代
別
最
終
学
歴
を
見
た
も
の
で
あ
る
が
、
二
○

歳
代
で
も
最
終
学
歴
「
中
学
校
卒
業
」
が
三
割
を
占
め
て
お
り
、

「
四
年
制
大
学
卒
業
」
は
三
○
歳
代
よ
り
減
少
し
て
い
る
。
図
で

示
し
た
二
○
歳
代
の
多
く
は
、
今
、
保
育
所
・
小
学
校
低
学
年
の

親
の
世
代
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
小
学
校
入
学
時
点
か
ら
同
和
教
育

の
諸
制
度
が
確
立
さ
れ
た
中
で
学
校
教
育
を
終
え
た
世
代
で
も
あ

プつ。そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
れ
ま
で
の
「
同
和
教
育
」
の
成
果
が
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
、
そ
の
真
価
が
厳
し
く
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
私
は
思
う
。

第
二
は
、
被
差
別
部
落
の
保
守
性
と
文
化
的
貧
困
、
家
庭
教
育

力
の
低
位
性
で
あ
る
。
永
年
の
部
落
差
別
の
結
果
で
は
あ
る
が
、

鍋
島
氏
の
一
一
一
一
口
を
借
り
れ
ば
「
｜
種
の
強
迫
観
念
」
に
基
づ
く
閉
鎖

（
Ｍ
）
 

性
と
画
一
性
が
被
差
別
部
落
に
存
在
す
る
。
親
自
身
が
子
ど
弘
ロ
に

対
し
て
「
何
と
か
高
校
さ
え
」
「
世
間
並
み
に
」
と
い
っ
た
低
い
教

育
要
求
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
り
、
良
い
意
味
で
子

ど
も
に
目
標
を
持
た
せ
、
励
ま
す
と
い
っ
た
関
係
が
十
分
に
成
立

し
て
い
な
い
。

「
子
育
て
」
は
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
引
き
継
が
れ
る

文
化
そ
の
も
の
で
あ
り
、
子
育
て
そ
の
も
の
の
中
に
部
落
差
別
が

あ
る
。
文
字
環
境
を
中
心
と
し
た
文
化
的
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
と
合
わ
せ
、
家
庭
教
育
力
を
い
か
に
高
め
て
い
く
か
、

被
差
別
部
落
の
文
化
的
貧
困
を
い
か
に
克
服
し
て
い
く
か
は
、
被

差
別
部
落
児
童
・
生
徒
の
低
学
力
構
造
を
断
ち
切
る
上
で
最
も
大

き
な
課
題
で
あ
る
。

２
教
育
改
革
へ
の
取
り
組
み

富
田
地
区
の
「
教
育
改
革
」
が
め
ざ
そ
う
と
し
て
い
る
も
の
は
、

「
あ
ら
ゆ
る
差
別
に
反
対
し
、
集
団
主
義
の
立
場
に
た
ち
、
社
会

に
目
を
ひ
ら
き
、
部
落
解
放
を
担
い
う
る
規
律
あ
る
人
づ
く
り
」

で
あ
る
。

い
い
換
え
れ
ば
、
①
差
別
と
闘
い
、
部
落
解
放
を
担
い
う
る
学

力
を
身
に
つ
け
た
子
ど
も
、
②
社
会
的
立
場
の
自
覚
と
自
ら
た
ち

あ
が
れ
る
子
ど
も
、
③
差
別
と
闘
う
仲
間
と
と
も
に
生
き
、
と
も

に
闘
う
子
ど
も
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
の
第
一
は
、
被
差
別
部
落
児
童
・
生
徒
の
学
力
・
進

路
保
障
、
人
材
養
成
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
二
一
世
紀
を
め
ざ
す
「
部

落
民
像
」
を
明
ら
か
に
し
、
被
差
別
に
お
か
れ
て
い
る
就
労
構
造

を
抜
本
的
に
改
革
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
授
業
創
造
、

地
域
と
つ
な
ぐ
学
習
支
援
策
の
確
立
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
第
二

（
３
）
「
大
阪
部
落
実
態
調
査
」
、
’
九
八
二
年
一
○
月
実
施
。
「
大
阪
府

同
和
対
策
事
業
対
象
地
域
住
民
生
活
実
態
調
査
」
、
一
九
九
○
年

五
月
実
施
に
よ
る
。

（
４
）
「
こ
れ
で
い
い
の
か
、
解
放
教
育
」
生
江
地
区
解
放
教
育
改
革
推

進
本
部
編
に
所
収

（
５
）
部
落
解
放
同
盟
高
槻
富
田
支
部
再
建
二
○
周
年
記
念
誌
編
集
委

員
会
「
第
二
集
・
炎
を
受
け
継
い
で
」
、
一
九
九
二
年

（
６
）
富
田
地
区
教
育
改
革
推
進
会
議
「
地
域
か
ら
の
教
育
改
革
を
」

「
こ
れ
か
ら
の
解
放
教
育
」
部
落
解
放
研
究
所
編
、
一
九
九
三
年

拙
稿
「
地
域
教
育
運
動
ｌ
地
域
か
ら
の
教
育
改
革
」
「
解
放
教

育
。
九
三
年
一
二
月
号
』
明
治
図
書
、
一
九
九
三
年
を
合
わ
せ
て

参
照
願
い
た
い
。

（
７
）
「
第
二
次
解
放
教
育
計
画
検
討
委
員
会
最
終
報
告
書
」
、
一
九
八

五
年

（
８
）
「
学
力
保
障
と
解
放
教
育
」
部
落
解
放
研
究
所
編
、
一
九
八
七
年

に
詳
し
い
。

（
９
）
全
体
概
要
に
つ
い
て
は
、
高
槻
富
田
地
区
学
力
保
障
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
富
田
地
区
の
子
ど
も
の
学
力
生
活
総
合
実
態
調
査
報
告

書
」
、
一
九
九
八
年

（
皿
）
乳
幼
児
実
態
調
査
実
行
委
員
会
「
被
差
別
部
落
の
乳
幼
児
の
『
生

活
と
遊
び
に
関
す
る
実
態
調
査
」
中
間
報
告
書
」
、
一
九
八
六
年

（
、
）
奥
田
真
丈
、
高
岡
浩
二
、
島
津
忍
、
中
西
朗
「
徹
底
討
論
・
新
し






